
 

 

 

 ２０２６年２月６日 
 

「第４回さいたま国際芸術祭」開催決定記念『浅見俊哉作品展』の開催について 
～地元中学生と共同制作した作品などを展示します～ 

 
武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、２０２６年２月２２日（日）から３月１日（日）まで、

本店ビルの地域創生スペース「Ｍ’s ＳＱＵＡＲＥ」にて、「第４回さいたま国際芸術祭」

の開催決定を記念した『浅見俊哉作品展』を開催いたしますので、お知らせします。 

 

「さいたま国際芸術祭」は文化芸術都市としてのさいたま市の魅力を創造・発信していく

芸術の祭典で、国内外のアーティストによる現代美術、音楽、ダンス、演劇など多彩な   

プログラムが市内各地で展開され、「共につくる、参加する」という市民参加のコンセプト

が大きな特徴となっております。当行はさいたま市に本店を置く地元銀行として、    

２０１６年の第１回から実行委員会に参画し、地域創生スペースを用いたＰＲや関連作品の

展示・ワークショップ開催など芸術祭への貢献に努めてまいりました。 

今般の『浅見俊哉作品展』は、２０２７年秋の第４回芸術祭開催決定を受け、開催に    

向けた機運を醸成し、市民の皆さまをはじめ幅広い方々に芸術に触れ合う機会を提供する 

ことを企図しております。 

 

浅見俊哉氏はカメラを使わない「フォトグラム（青写真）」という独特の技法で     

制作活動を行い、近年注目を集めているアーティストで、今回の作品展では同氏がさいたま

市立桜木中学校美術工芸部の生徒たちとワークショップを行い共同制作した作品も展示 

いたします。 

また、展示期間中には関連企画として、一般の方々が参加できる「フォトグラム体験   

ワークショップ」のほか、作品解説と地域の文化芸術活動に関する対談を行う「ギャラリー

トーク＆シンポジウム」を開催します。 

加えて、地域商社「むさしの未来パートナーズ」のＥＣサイト「ＩＢＵＳＨＩＧＩＮ公式

ストア」にて、同氏の作品を購入できる特設ページを開設いたします。 
 

≪浅見俊哉作品展『青の未来図―青写真で描く、関係性とこれから、』概要≫ 

会場 
本店ビル２階 地域創生スペース「Ｍ’ｓ ＳＱＵＡＲＥ」 

（さいたま市大宮区桜木町１－１０－８） 

内容 

浅見俊哉氏のフォトグラム作品展示 
２月２２日（日）～３月１日（日） 

9:00～17:00 

さいたま市立桜木中学校との 

ワークショップ 

２月２１日（土） 10:00～16:00 

（制作した作品を２２日より展示） 

フォトグラム体験ワークショップ 

「影をつかまえる」 

２月２３日（月・祝） 

10:00～12:00 

ギャラリートーク＆シンポジウム 

「地域の文化芸術活動と地域の資産、 

 そして未来について語り合う」 

15;00～16:30 

「ＩＢＵＳＨＩＧＩＮ公式ストア」での特設ページ開設（３月３１日(火)まで） 
https://mmp-mbkg-ibushigin.en-jine.com/stores/ec3048 

その他 
浅見 俊哉氏のプロフィールなど詳細についてはホームページをご覧ください。 

https://asa19821206.wixsite.com/shunya-asami 

  以 上 報道機関からのお問い合わせ先
地域サポート部 地域価値創造室 郷 大助 

ＴＥＬ（048）641‐6111（代） 

ソニックダンスステージ２０２５のＰＲ展 






